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公
務
員
の
守
秘
義
務
と
内
部
告
発
に
関
す
る
質
問
主
意
書

特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
は
、
特
定
秘
密
と
し
て
、
防
衛
、
外
交
、
特
定
有
害
活
動
の
防
止
に
関
す
る
事
項
、
テ
ロ

リ
ズ
ム
防
止
に
関
す
る
事
項
に
限
定
し
て
適
用
さ
れ
る
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
国
家
公
務
員
法
第
百
条
で
は
「
職
員
は
、
職
務

上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
、
国
家
公
務
員
の
守
秘
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
二

〇
〇
六
年
施
行
の
公
益
通
報
者
保
護
法
で
は
、
自
ら
の
属
す
る
組
織
に
つ
い
て
内
部
告
発
を
行
っ
た
労
働
者
本
人
を
保
護
し
て

い
る
。
今
回
の
森
友
問
題
で
書
き
換
え
の
問
題
が
で
て
い
る
が
、
国
家
の
内
部
に
お
け
る
不
正
と
国
家
機
密
の
関
係
に
つ
い
て

の
調
査
は
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

今
回
の
森
友
関
係
で
公
務
員
の
内
部
文
書
の
書
き
換
え
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
よ
う
な
内
部
文
書
の
書
き
換

え
が
な
さ
れ
た
ケ
ー
ス
で
、
公
務
員
が
内
部
告
発
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。

二

今
回
の
森
友
問
題
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
、
仮
に
公
務
員
が
内
部
告
発
を
し
た
場
合
に
当
該
公
務
員
が
、
何
ら
か
の
法
に
触

れ
て
処
分
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
。

三

た
と
え
ば
、
公
益
通
報
者
保
護
法
な
ど
で
内
部
通
報
を
し
た
公
務
員
は
保
護
さ
れ
る
の
か
。

一



四

公
益
通
報
者
保
護
法
第
七
条
で
は
、
原
則
と
し
て
国
家
公
務
員
は
、
国
家
公
務
員
法
に
従
う
と
な
っ
て
お
り
、
公
益
通
報

者
保
護
法
で
公
務
員
の
告
発
は
保
護
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

五

公
務
員
の
内
部
告
発
者
に
対
す
る
告
発
者
の
保
護
と
国
家
公
務
員
法
第
百
条
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い
る
か
。

六

「
情
報
漏
洩
」
（
国
家
公
務
員
法
第
百
条
）
と
「
公
益
通
報
」
（
公
益
通
報
者
保
護
法
）
を
厳
格
に
区
別
し
て
処
理
す
る

具
体
的
な
手
続
き
は
存
在
す
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


